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この旅の相棒は車。京都から、⾞が必要な所⽤があって、鎌倉と東京へ。 

どんな状況になるかわからないので、旅の準備はしていた。 

道中、静岡市を過ぎると、富士山が脳裏に。出来る時に出来ることを。⾃然からの誘惑。 

充分な時間もある。節⽬節⽬で、新たな⽬標選択とリニューアル。 

鎌倉＆東京の所⽤を、無事済ませた。⼀直線に、京都に戻るのは、勿体ない。 

 

 

 
 

 

北鎌倉：円覚寺、国宝「洪鐘」のある、高台から富士山が⾒える。 

⼗年座住、早朝、度々、富⼠⼭の雄姿を、楽しんだものである。誘惑に⽕がついた。 

湘南、江の島、稲村ガ崎からの富士山、藤沢からの富⼠⼭が思い浮かんだ。 

即、実践。⼄⼥峠からの富⼠⼭。画像記録後再度東京へ。ママチャリではない。この時は車。 

東京も、今⼀度、⾒ておきたい。⽬的を果たし、さらに、衝動がエスカレート。 

群⾺県渋川市眞光寺、同窓⽣の友⼈がご当主。会うだけで勉強になる。顔を⾒たくなった。 

昨今⼀⼈遊びを選択。出来る時に、出来ることを実践。 

心が命ずるままのひとり旅が、始まった。その時の旅記録をご紹介。 

 



御殿場から、再度東京へ、滞在後、東京の北⻄に位置する川越市へ。 

昔は、江⼾時代の城下町として栄え、蔵造りと呼ばれる建築様式の古い⼟蔵や商家が 

⽴ち並ぶ町並み。今⼀度、是⾮、⾒ておきたかった。 

その後、群⾺県渋川市真光寺、伊⾹保や榛名湖にも⽴ち寄り、画像記録。 

このひとり旅は、車なので⾃由⾃在。追加取材の必要もあって、期間が⻑くなってしまった。 

 

 

 
 

 

結果、中央の円は、⼈気のある草津温泉。⾚線は、この旅の⾜跡。 

草津温泉からの緑色の線は、2017 年の函館から京都までのママチャリ一人旅の足跡コース。 

道中、ママチャリが、パンク。夜通し、雪の⿃居峠を越えて、 

朝、上⽥市に無事到着。夕暮れに染まる、浅間山の噴煙、強く印象に残った。 

 

富士山から時系列に、そして、草津温泉、白根山、志賀高原、野尻湖。⻑野市から、 

日本海、上越市経由、紅葉は、富⼭県、立山連峰、弥陀ヶ原、室堂、黒部を 

トレッキング取材。現在、今昔を整理中。⼼⾝健康あってのママチャリと画像記録の⼀⼈旅。 

富⼠⼭なら、時にタイミングを⾒ての訪問可能だが、画像記録は運次第。 

 

⼩さな旅も誘惑。アクセルとブレーキ。発信継続は、⽣活のリズムと⽬標の⼀つ。 

⽇頃の訓練で、琵琶湖⼀周もできた。時に、車に荷物をほり込んで、移動⼿段もいろいろ 

そんな旅をチャレンジしたい。古い話ではない、旅記録を取り出した次第。 

久楽流は、常に、事後報告、事実の発信。 


